
















けて語形成を起こすことが知られている (Chornskyand Halle 1968; Siegel 1974， 1978; 
Allen 1978)0 (1)の例に見るように、クラス i接辞 ityは基体の強勢を移動させる働き
があるが、クラス I接辞ーかにはそのような働きがなし、。また、クラス I接辞はクラス
I f妥辞に外接する性質があるか1b)。
(1) a. original > original iり [[[origin]-al]J -itY]J 






(2) a. ba'ta > bata' -ri (ノくタ'リ)




(3) do+N > [do-N]+RED (ドンドン)
su+J > [su-i]+RED (スイスイ)


























a. 長音延長反覆 gege 
b. f謹音延長反覆 gangan 
c. 1.足音延長と附 ki'to 
B 詑基二音節
a. ~I::延長反覆 kirakira 
b.擁音延長 katan 
c. 促音延長とi柑 pita'to 
c. 諮基二音節リ延長
a. 非延長 pltan 
b. 1.足音延長 pi'tari 





































a. MI: / ' /， /り/
b. MII: /: / 
c. MIII: /ri/ 













(7) a. X+MI十Y十MIII ka'chiri， bOl)yari 
b. X + Y + MI doshi'， doshiI) 



























































(11) a. CV十 Af グッ、グン、グイ、グー



























態法のひとつである。角間 (2007:6-7)によれば、Kakehi，Tamori， and Schourup (1996) 
に含まれる1652項目の見出し語のうち、「ピカピカjのような単純反復形は696諾を占




















てイロカノ語(110kano)の部分反復現象を見る CMcCarthyand Prince 1996: 3-4-)。
(13) /RED + basa/ αg-bas -basa 'be reading' 
/RED + ada]j αg-ad -ada1 'be studying' 
/RED + takder/ ag田tak-takder 'be standing' 


































(15) a. 1音節語棋 (CV+Af) b. 2音節語根 (CVCV+Af)
do+N (ドン) bata+N (パタン)
pa+Q (ノTッ) pika+Q (ピカッ)











(16) a. *CV+RED b [CV+Af]+RED 
*do→RED (*ドド) [do-N]→RED (ドンドン)
*gu+RED (*ググ) [gu-J]+RED (グイグイ)
*sa+RED (キササ) [sa-Q]+RED (サッサ)"






































































語幹の韻律最小性 (MinimalStem Requirement) という概念を通じて説明することが
で、きる。
(20) Minimal Stem Requirement (Ito 1990) 
Min (STEM) = Fμ 
この条件は、語幹が最小でも 2モーラ 1フットのサイズを満たさなければ適格な派生形
として成立しないことを示したもので、短縮語形成をはじめとする日本語の種々の韻律







であり (=21a)、その結果、 2モーラ lフットからなるサイズが保証されるというわけ
である(ニ21b)。
(21) a. *gu く F'Jμ
b. gu-N， gu-Q， gu-i， gu-u = F'J 
翻って「パ夕、ザブ、ピカ、 ドキ、 トロjなどの2音節語根は、その形式|主体ですでに
















































(24) a. 接辞付加17杉:…F'] b. 単純反復形:[F" 
(po'N) ポ'ン (po'N) poN ポ'ンポン
(ka'Q) カ'ッ (su'i) sui ス'イスイ
(pu'i) プ'イ (za'a) zaa ザ'ー ザー
(za'a) ザ'一 (sa'Q) sa サ'ッサ
go (to'N) ゴト'ン (ki'ra) kira キ'ラキラ
ti Cra'Q) テラ'ッ (ga'ra) gara カ吋ラガラ






































(26) ba'ta > ba'ta-bata (ノγタパタ)
ga'ta > ga'ra-gata (カ叶夕方「タ)
















「クラス!接辞Jと呼ばれる群 (27a) と「クラス 1接辞Jと呼ばれる群 (27b) とに分
けられることが知られている (Chomskyand Halle 1986; Siegel 1974， 1978; Allen 
1978)。
(27) a. クラス I接辞 b. クラスIl接辞
-al local らー1 originalか
笥uy probity 守meni arrangement 
-lC heroic -hood parenthood 
-20γl friction ゾμJ beautiful 
目{βy personij)J -ness kindness 
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クラス I接辞がクラス l接辞の内側に生じる (28b)は適格で、なしJ。
(28) a. courageously [[[courage)-ous)j-ly J!J 
b. 本 eveηtlessity *[[[eve川 ]-lessJII-itY]1
クラス i接辞とクラス I接辞の最も顕著な性質の違いは、強勢現象の中に見いだされ
る。英語のクラス l接辞は語形成に伴って基体の強勢を移動させるが、クラス I接辞に
はそのような働きがない (Chomskyand Halle 1968)。
(29) a. クラス]接辞 b. クラス I接辞
parent parent-αf parent parモnt-hood
person persón-~か kind kindーか
electric electric-ity happy happトness
hero hero-ic arrange arrange-ment 
explore explor-ation beauty beauti-fu! 







Ordering Hypothesis) Jまたは「接辞)1頃序づけの一般化 (A伍xOrdering Generalization) J 







クラス l接)尾主辞 {クラス i日It接妾頭辞 l












非派生形(入力) parent parent 
クラス I接辞付加 parent + al 
循環強勢付与規則 par.ent.al. par.ent. 
クラス I接辞付加 parent + hood 
出力 pal・ental parenthood 
クラス]接辞が関わる派生過程 (31a)では、まず接辞 αJの付加が起こり、続いて派生
語全体に対して循環強勢付与規則が適用されることで強勢の移動したパターン (parent








(32) a. 現在形 たベ3回る、おき'ーる、しらべ'ーる、たすける、ながれ¥る








Level i -1'μ付加i tabe + l'μ 
アク規wr1 ta匂be'-ru ta'-be 
Levelj -ta付加! ta'be + ta 






























(36) a. (po'N)# ポ3ン
b. go (to'N)# ゴト'ン
c. ti (ra'Q)# テラ'ツ













入力 bata- bata 
Level i 接尾辞付加 bata + N 
アク規則 (35) ba (ta'N)# (ba'ta)# 
Level j 反復辞付加 ba'ta + RED 
















Level i接尾辞付加 po + N po + N 
アク規則 (35) (po'N)# (po'N)# 
Level j 反復辞付加 po'N十 RED












いた「コローリ拘ンJIコロー リ m ツJといった語形があるが、これらの語形のアクセントは
次のような語末型のパターンをとる(秋永2001:63)。
(39)コロリ'ン、プラリ'ン、ツノレリ'ン、キラリ Pツ、ピリリ'ッ、ゴロリ'ツ







Level i 接尾辞付加 1 k01‘O 十 n
アク規則 1 ko (ro'ri)# 
J妾尾辞付加]2 k01ぜri+ N 




















































1. Waida (1984: 70)は、リ語尾から子音/r/が脱落することでイ語尾が作られるとの分析を示している。


















食べ食べ(話をする)Jrガムを 1治みI!出み(歩く )J といった動詞述m形の反復がそれである。この場
合も「食べJrl歯みJのように動認連用形が2モーラの長さを持っていればそのまま反復されるが、







9. この振る舞いについては r'J;ri~ßl襟示の逆説 Cbraじketing p訂正ldox)J と1乎ばれるJx例もあることが知ら
れている (Sproat1985; Pesets匂， 1985)。たとえば“ungrammaticality" という派生;~i~ は、クラス IIJ安









を持つことは、諸言f~f:fの fti4律類型に締結'j~ 的な分析を与えた Hayes (1995: 182)に指摘がある。
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